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◇産業保健部◇

日医認定産業医制度研修会開催一覧

連絡先単位数主なテーマおよび講師開催場所開催日時

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

北海道産業保健総合支援センター産業保健相談員 井上 蓉子
※7月1日、7月10日、7月16日、7月28日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

稚内サンホテル
(稚内市)
定員：40名
（事前に申し込みが必要です）

平成27年8月6日（木）
18：00～20：30

室蘭市医師会
（0143-45-4393）

基礎研修 後期2

生涯研修 専門2

・産業医が知っておきたい過重労働対策

公益財団法人北海道労働保健管理協会 健診センター診療所副所長
産業保健部長 飯田 和久

室蘭・登別保健センター
(室蘭市)
定員：80名
（事前に申し込みが必要です）

平成27年8月24日（月）
18：30～20：30

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

北海道産業保健総合支援センター産業保健相談員 中川 和子
※7月1日、7月10日、7月16日、7月28日、8月6日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

倶知安公民会館
(倶知安町)
定員：40名
（事前に申し込みが必要です）

平成27年8月26日（水）
18：00～20：30

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修 後期12

↓
5日－5単位
6日－7単位
計12単位

＜5日(土)＞
・健康診断と安全配慮義務

北海道労働保健管理協会相談役・医療本部長 清田 典宏
ほか4題

＜6日(日)＞
・ストレスチェック制度を知る

札幌心身医療研究所長 久村 正也
ほか6題

北海道医師会館
(札幌市)

【産業医学基礎(後期)
研修会】

平成27年9月5日（土）
6日（日）

※詳細は7月1日号附録にて案内済み

公益社団法人
全日本病院協会
（03-5283-7441）

生涯研修 専門1.5

・平成27年度「人間ドック研修会」
－人間ドックを中心としたこれからの健康管理－
東海大学教授・東海大学医学部附属八王子病院健康管理センター長

高橋 英孝

ロイトン札幌
（札幌市）
定員：200名
（事前の申し込みは不要です）

平成27年9月12日（土）
13：00～14：30

北海道動機づけ面接法
研究会ネットワーク
（011-386-8111内線5041）

masakita@e.sgu.ac.jp

生涯研修 専門2

・ヘルスコミュニケーションに生かす面談スキル
（10：00～12：00）

村田千里労働衛生コンサルタント事務所代表 村田 千里
新潟県労働衛生医学協会 三間 聡
札幌学院大学人文学部教授 北田 雅子

北農健保会館
(札幌市）
定員：50名
受講料：8,000円
(事前に申し込みが必要です）

平成27年9月12日（土）
10：00～17：00

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

・ビデオ研修
・法規の解説
－職場環境整備と労働関係法令の解説等について－

北見労働基準監督署長 荻原 進
・職場の環境管理･作業管理と職業病について
－法的規制対象化学物質の健康影響とその対策－
札幌医科大学医学部公衆衛生学教授 森 満

・健康管理と健康づくりについて
－職場環境とメンタルヘルス－
札幌市精神保健福祉センター所長 鎌田 隼輔

北見芸術文化ホール
(北見市)

平成27年9月18日（金）
18：00～22：00

※詳細は本号附録にて案内

苫小牧市医師会
（0144-33-4720）

基礎研修 後期2

生涯研修
更新1・専門1

・メンタルヘルス不調の一次予防
苫小牧市医師会 瀧澤 紫織

・労働安全衛生法に基づく産業医の役割について
苫小牧労働基準監督署次長 河合 博文

苫小牧市医師会館
(苫小牧市）
定員：50名

平成27年9月24日（木）
18：30～20：30

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修 実地6

生涯研修 実地6

※2時間×3コマ

・健康教育の企画
・職場巡視
・メンタルヘルスの復帰面談

産業医科大学産業医実務研修センター准教授 柴田 喜幸
ほか3名

札幌グランドホテル
（札幌市）
定員：150名

平成27年9月27日（日）
10：00～17：00

※詳細は本号附録にて案内

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修
専門1・実地1

・過去に発生した職業性疾病を考える
－化学物質による発生事例の検討－
北海道労働保健管理協会産業保健部次長 相澤 和幸

※6月10日､7月7日､7月22日､8月12日､9月9日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

稚内サンホテル
(稚内市)
定員：30名
（事前に申し込みが必要です）

平成27年10月1日（木）
18：30～20：30

滝川市医師会
（0125-24-8744）

基礎研修
実地1・後期2

生涯研修
実地1・専門2

・産業医が知っておきたい受動喫煙対策
北海道労働保健管理協会産業保健部次長 相澤 和幸

・アルコール依存症の診断と生活指導
特定医療法人北仁会幹メンタルクリニック院長 齋藤 利和

三浦華園
(滝川市）
定員：50名

(事前に申し込みが必要です）

平成27年10月8日（木）
18：00～21：00

※詳細はP74をご参照ください

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

北海道産業保健総合支援センター産業保健相談員 井上 蓉子
※7月1日、7月10日、7月16日、7月28日、8月6日、8月26日、9月14日、9月29日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

留萌産業会館
（留萌市）
定員：40名
（事前に申し込みが必要です）

平成27年10月9日（金）
18：00～20：30
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連絡先単位数主なテーマおよび講師開催場所開催日時

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

・ビデオ研修
・法規の解説
－労働者の健康確保対策について－
帯広労働基準監督署安全衛生課長 小田島 暁

・職場の環境管理･作業管理と職業病について
－低線量放射線被曝の健康影響とその対策－
札幌医科大学医学部公衆衛生学教授 森 満

・健康管理と健康づくりについて
札幌市総務局職員部職員健康管理担当部長 築島 健

帯広経済センタービル
(帯広市)

平成27年10月16日（金）
18：30～22：30

※詳細は9月1日号附録にて案内予定

日本産業衛生学会
北海道地方会事務局
（0166-68-2402）
Mail:jsohhokkaido
-office@umin.ac.jp

生涯研修
更新1・専門2.5

－平成27年度日本産業衛生学会北海道地方会－
○特別講演（13：10～14：10）
・国際感染症アウトブレイクに対する職域感染症対策

厚生労働省健康局結核感染症課 中谷祐貴子
○シンポジウム（14：10～16：40）
・産業衛生学会歯科部会設立の経緯と今後の方向性について

元神戸製鋼所東京本社健康管理センター
初代日本産衛学会産業歯科保健部会長 藤田 雄三

ほか

サン・アザレア
(旭川市）
定員：100名
参加費：2,000円

平成27年10月17日（土）
10：00～17：00

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

・ビデオ研修
・法規の解説

旭川労働基準監督署
・職場の環境管理･作業管理と職業病について

旭川医科大学医学部健康科学教授 吉田 貴彦
・健康管理と健康づくりについて
－職場におけるメンタルヘルス－
特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院院長 松原 良次

旭川トーヨーホテル
(旭川市)

平成27年10月22日（木）
18：30～22：30

※詳細は9月1日号附録にて案内予定

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

メンタルアシスト北海道代表 小林 幸太
※7月1日、7月10日、7月16日、7月28日、8月6日、8月26日、9月14日、9月29日、10月
9日、10月16日、10月23日、10月29日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

北海道建設会館
（札幌市）
定員：80名

（事前に申し込みが必要です）

平成27年11月2日（月）
18：15～20：45

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

札幌徳洲会病院内科部長 川崎 能道
※7月1日､7月10日､7月16日、7月28日、8月6日、8月26日、9月14日、9月29日、10月9日、10月
16日、10月23日、11月29日、11月2日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

ホテルスエヒロ
（滝川市）
定員：35名

（事前に申し込みが必要です）

平成27年11月5日（木）
18：00～20：30

札幌市医師会
（011-611-4181）基礎研修 後期2

生涯研修 更新2

・ストレスチェックについて

札幌中央労働基準監督署安全衛生課長 鈴木 力

札幌市医師会館
(札幌市）
定員：200名
参加費：1,000円
※札幌市勤務医協議会・札幌市病院協
議会・札幌市産業医協議会会員は無料
（事前の申し込みは不要です）

平成27年11月5日（木）
18：30～20：30

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修 後期4

生涯研修
更新1・専門3

・法規の解説
北海道労働局

・職場の環境管理･作業管理と職業病について
北海道大学環境健康科学研究教育ｾﾝﾀー特任教授 岸 玲子

・健康管理と健康づくりについて
札幌市精神保健福祉センター所長 鎌田 隼輔

・産業医活動の実際
北海道労働保健管理協会相談役･医療本部長 清田 典宏

かでる２・７
(札幌市)

平成27年11月7日（土）
15：00～19：00

※詳細は10月1日号附録にて案内予定

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

北海道労働保健管理協会札幌総合健診センター所長 原 俊之
※7月1日、7月10日、7月16日、7月28日、8月6日、8月26日、9月14日、9月29日、10月9日、10月
16日、10月23日、11月2日、11月5日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

釧路ロイヤルイン
（釧路市）
定員：35名

（事前に申し込みが必要です）

平成27年11月10日（火）
18：00～20：30

北海道産業保健
総合支援センター
（011-242-7701）

生涯研修 専門2.5

・ストレスチェック制度に係る研修（実施者向け）

北海道労働保健管理協会札幌総合健診センター所長 原 俊之
※7月1日、7月10日、7月16日、7月28日、8月6日、8月26日、9月14日、9月29日、10月9日、10月16日、10月
23日、11月2日、11月5日、11月10日の同テーマの研修会を受講された方は受講不可

ロワジールホテル函館
（函館市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

平成27年11月18日（水）
18：00～20：30
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＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたもので、現在日医認定産業医制度指定研修会として日本医師会に承認申請中です。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計50単位以上）の
修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2
単位・作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）の
修得が必要です。

連絡先単位数主なテーマおよび講師開催場所開催日時

中央労働災害防止協会
北海道安全衛生
サービスセンター
（011-512-2031）
受講資格：
健康測定専門研修修了
医師および日医認定産業医

生涯研修 専門5

・働く人の健康づくりの動向
中央労働災害防止協会

・からだを守る免疫の話
順天堂大学医学部准教授 竹田 和由

・心とからだの感覚を高めるためのコーピング術
㈱ポリゴンコーピングインスティテュート認定コーピングコーチ

菊池 啓子

中央労働災害防止協会
(札幌市)
定員：60名
受講料：
THP登録者 18,510円
中災防協会賛助会員 18,510円
一 般 21,600円
(事前に申し込みが必要です）

平成27年12月4日（金）
9：40～17：00

北海道医師会
事業第四課
（011-231-1727）

基礎研修 前期14

※左記8項目の研修につい
ては、カッコ内それぞれの
単位の修得が必要です。

＜5日(土)＞
・総論（2単位）
・有害業務管理（2単位）

北海道大学環境健康科学研究教育センター特任教授 岸 玲子
・作業環境管理（2単位）
・作業管理（2単位）
・メンタルヘルス対策（1単位）

旭川医科大学医学部健康科学教授 吉田 貴彦
＜6日(日)＞
・健康保持増進（1単位）
・健康管理（2単位）
・産業医活動の実際（2単位）

札幌医科大学医学部公衆衛生学教授 森 満

北海道医師会館
(札幌市)

【産業医学基礎(前期)
研修会】

平成27年12月5日（土）
6日（日）

※詳細は10月1日号附録にて案内
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お せ

◆北海道産業保健総合支援センター◆

平成27年12月から、常時使用する従業員に対してストレスチェックを実施することが事業者の義務とな

ります。

そこで、ストレスチェック制度でお悩みの実施者、事業者、制度担当者の皆様へご案内です。

◎労働者健康福祉機構では、「ストレスチェック制度サポートダイヤル」を開設しました。

これにより、産業医、保健師などストレスチェックの実施者、事業者、衛生管理者等ストレスチェッ

ク制度担当者などからのストレスチェック制度の実施方法、実施体制、不利益な取り扱いなどに関す

る相談にお答えします。

電話番号：全国統一ナビダイヤル 0570-031050 ※相談は無料ですが、通話料がかかります。

受付時間：平日10時～17時(土曜、日曜、祝日、12月29日～１月３日は除く)

◎厚生労働省では、今まで受付けた質疑につきまして、厚生労働省のホームページに「ストレスチェッ

ク制度関係Q&A」を掲載しております。

このQ&Aは、専用電話相談窓口等に寄せられた相談内容を加味して、内容の充実を図っていく予定と

なっております。

厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/

ストレスチェック制度
サポートダイヤルおよびQ&Aのご案内


